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（修了の認定）校長は、教育課程の定めるところにより、学年ごとに修了すべき授業科

目について試験その他の方法により学習評価を行い、合格者に対して当該授業科目の修

了を認定する」に基づいて定めたものである。 
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介護福祉科 

科目
か も く

認定
に ん て い

及び進級
しんきゅう

・卒業
そつぎょう

に関する規定 
 

 

１．科目
か も く

認定
にんてい

試験
し け ん

 
 

科目認定試験は各教科最終回の授業終了時に行う。この科目認定試験は、学業
がくぎょう

評価
ひょうか

の目的で実施
じ っ し

する試験を指
さ

して言う。但
ただ

し、その他の方法によって評価を行う教科に

ついては、科目認定試験を行わない場合もある。 
 

２．科目認定試験の受験
じゅけん

資格
し か く

 
 

科目認定試験は以下の条件を満たす者が受験できる。 

    ①該当
がいとう

科目
か も く

の出席率が 2/3（66.6％）以上であること。 

    ②試験に際して学生証
がくせいしょう

を携帯
けいたい

していること。 

    ③該当科目担当教員の定
さだ

めている受験条件を満たしていること。 
 

３．試験の種類 
    

科目認定試験は以下の方法により行う。 

① 教 場
きょうじょう

筆記
ひ っ き

試験
し け ん

 

② レポート試験 

③ 実技
じ つ ぎ

試験
し け ん

 

④ その他担当教員が特に定めた方法 
 

４．教場筆記試験受験上の心得
こころえ

 
    

科目認定試験及び再試験
さいしけん

・追試験
ついしけん

については、次の事項
じ こ う

を遵守
じゅんしゅ

して受験すること。 

① 試験会場では学生証を提示
て い じ

し、指定された席に着くこと。 

② 試験時間は 90分間とする。 

③ 遅刻した場合は試験開始から 30分以内に限り、試験
し け ん

監督
かんとく

の許可を得て入室
にゅうしつ

できる。 

④ 試験開始から 30分経過
け い か

するまで、試験会場からは退室
たいしつ

できない。 

⑤ 試験終了 10分前からは途中退室することはできない。 

⑥ 不正
ふ せ い

行為
こ う い

が発覚
はっかく

した場合、該当科目を未認定
みにんてい

とし、再試験の受験も認めない。 
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５．学業
がくぎょう

の評価 
 

100点満点法評価は、授業の平常点
へいじょうてん

、科目認定試験結果、レポートなどの評価に基

づき、各担当教員の責任において行う。 
 

   評価
ひょうか

の基準
きじゅん

は以下の通りとする。 

     100点～80点 〝Ａ〟 優れている 

     79点～70点 〝Ｂ〟 良い 

     69点～60点 〝Ｃ〟 合格
ごうかく

基準
きじゅん

を満たしている 

     60点未満   〝Ｄ〟 合格基準を満たしていない 

上記においてＡ～Ｃを合格とし、Ｄを不合格とする。Ｄ評価の場合は、再試験・追

試験の受験資格を有する。但し、出席率が足りなかったものは、追再試験も受験で

きない。 

（再追試験受験者の評価及び特別
とくべつ

補講
ほ こ う

の実施についてはそれぞれの項を参照のこと） 
 

６．再試験
さいしけん

・追試験
ついしけん

 
 

① 再試験 

１. 科目認定試験の成績が 60点に達しないため不合格となったものは所定
しょてい

の期間内に手続きをとることで、再試験を受験できる。 

２. 再試験の結果は 60点以上を合格とし、評価の上限
じょうげん

はＣとする。 
 

② 追試験 

次の場合に限り、追試験を行うことがある。但し追試験受験者については、

再試験は行わない。 

１.公欠
こうけつ

により、定期試験を欠席した場合。（評価は科目認定試験に準
じゅん

ずる） 

２.公欠以外の理由により試験を欠席した場合。（評価は上限をＣとする） 

       ＊公欠については『学生
がくせい

要項
ようこう

』11ページ「公欠」の項を参照のこと 
 

③ 再試験・追試験の実施  

１. 再試験・追試験は、各科目ごとに実施する。 

２. 再試験・追試験について前項①再試験及び②追試験のいずれかに該当し

た場合、指定された日に追再試験申請書による申請と受験料
じゅけんりょう

の納入
のうにゅう

 

（１科目 2,000円）をもって受験資格を得る。（公欠による追試験は受験

料は無料） 

３. 再試験・追試験の日時・方法は、事前
じ ぜ ん

に掲示
け い じ

する。 
 

④ 合格点に至らなかった者 

再試験・追試験においても、合格基準を満たすことができなかった場合

は、特別補講（7.参照）を受講後、科目認定試験を受験し評価を受ける。 
     

    ⑤実習科目の修 了
しゅうりょう

認定
にんてい

 

１．出席日数、課題
か だ い

レポート、実習
じっしゅう

記録
き ろ く

の提出、実習
じっしゅう

態度
た い ど

、その他を総合的
そうごうてき

に評価し修了認定する。 
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７. 特別
とくべつ

補講
ほ こ う

 
   

  １.特別補講となる科目 

    ① 科目認定試験で受験資格を有することができなかった科目。 

    ② 再試験・追試験で科目認定試験の合格点に至らなかった科目。 

 ③ 科目認定試験において不正行為をおこなった科目。 
 

＊上記①～③に該当する科目が 5科目以上の場合は特別補講を受けられない。 
 

  ２.実施 

① 特別補講に該当する者は、指定された日に特別補講受講申請書による申請

と受講料の納入（1科目 15,000円）をもって受講資格を得る。 

② 特別補講は、各教科 15回に相当する授業を実施する。特別補講の科目認定

試験は、「３．試験の種類」に準じて実施する。 

    ③ 特別補講の日時・方法は、事前に掲示する。 
 

  ３.評価 

① 特別補講による評価の上限はＣとする。 

② 特別補講においても、合格基準を満たすことができない場合は、別に定め

る科目認定及び進級・卒業に関する規定に従う。 
 

８．修 了
しゅうりょう

認定
にんてい

および進級
しんきゅう

・卒業
そつぎょう

判定
はんてい

会議
か い ぎ

 
 

 各学年で履修すべき学科目について試験を行い、合格したものについて当該学科目修

了を認定する。 

（1）進級・卒業認定会議は学年末に行われる。また、必要に応じて臨時
り ん じ

で進級・卒業認

定会議を学校長が招 集
しょうしゅう

することができる。 

（2）会議の開催
かいさい

は、以下の者の出席を必要とする。 

校長 

      学科長（教務主任） 

      専任講師 

      校長が必要と認めた教務職員 
 

９．進級認定基準 
  

（1）１年次学科目の全てを科目認定されていること。 

（2）１年次学科目のうち未認定科目が１科目以上あった場合、進級は認められない。 

（3）進級認定会議において、留年
りゅうねん

と認定された者は１年次学科目の全てを再履修
さいりしゅう

し、

改めて科目認定試験を受けなければならない。 

（4） 1年次の実習が未修了の者は、留年とする。 

（5） 1年次の学費を完納している。 

 
 

１０．卒業認定基準 
 

（1）学校で定める全ての科目について科目認定試験に合格した者。 

（2）卒業研究が指定期限内に提出され且つ卒業研究発表会で発表を行った者。 

（3）全ての実習について修了認定されている者。 

（4）２年次の学費を完納している。 
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１１．卒業
そつぎょう

保留
ほりゅう

 

（1） 学校で定めるところの２年次学科目のうち、未認定科目が４科目以下であること。 

（2）卒業保留者の未認定科目の科目認定は、特別補講受講後に再評価を行い、修了認

定で定めるところの再試験の取り扱いに従い評価する。なお、試験日は別途提示す

るものとする。 

（3）卒業
そつぎょう

保留者
ほりゅうしゃ

の未認定科目の特別補講受講及び評価は、卒業保留者卒業認定会議 

前までとする。 

（4）卒業保留者が再試験においても科目認定を受けることができなかった場合は２年

次留年とし、別に定める２年次留年の卒業認定に従う。 

（5）国家試験を受験した者が、卒業認定基準を満たさず留年と認定された場合、国家

試験の結果は無効
む こ う

となる（国の定め）。 

 

１２．２年次留年 

 

(1) 学校で定めるところの２年次学科目のうち、未認定科目が５科目以上あり、卒業

認定会議において、留年と認定された者は２年次学科目の全てを再履修
さいりしゅう

し、改め

て科目認定試験を受けなければならない。 

(2) 実習の評価がＤ評価の者は留年とする。 

(3) ２年次留年者の科目認定は、修了認定の規定に従うものとする。 

 

１３．２年次科目
か も く

留年
りゅうねん

 

 

(1) 科目留年とは、２年次留年者のうち未認定科目が４科目以下の者とする。 

(2)  ２年次において科目認定を受けた科目については、再履修する必要はないものと

する。 

(3) ２年次科目留年者の科目認定は、修了認定の規定に従うものとする。 

(4) 未認定科目の履修は、学校の定める授業計画・時間割りに従って学生が履修
りしゅう

計画
けいかく

を立て、学期の開始前に教務課に申請するものとする。科目認定済みの教科につい

ても受け入れ可能な授業を聴講することもできる。 

 

 

１４．２年次科目留年の卒業認定 

 

未認定科目保持者が科目認定を受けて合格した場合には、学年末に行う卒業認定会

議において卒業を認定する。 

 

 

１５．卒業見込みについて 

 

(1) 卒業見込みとは、１年次履修科目について全て修了認定されていることを指す。 

(2) 卒業見込み証明書の発行は、上記の者に対して施行される。 

 

１６．介護福祉士国家試験 

 

  卒業年次の 1月に国家試験が実施される。卒業年次の 12月までに終了している授業

科目と実習がすべて合格している者が受験することができる。 
                   ４ 



附則 

この規定は、２００６年４月１日より施行する。 

この規定は、２００８年４月１日より施行する。 

この規定は、２００９年４月１日より施行する。 

この規定は、２０１０年４月１日より施行する。 

この規定は、２０１３年４月１日より施行する。 

この規定は、２０１７年４月１日より施行する。 

この規定は、２０１９年 4月 1日より施行する。 

この規定は、２０２４年 4月 1日より施行する。 

 

 

 

 

別表１  定期試験の欠席事由（欠席事由により再試験又は追試験とする） 

 

  欠席事由 内  容 必要書類 

1 病気 本人の病気 但し特定の疾病のみ 
「診断書」又は氏名・通院日

明記の「領収書」等 

２ 忌引
き び き

・法要
ほうよう

 

1）忌引 

 ① 父・母・配偶者・子（７日間） 

 ② 祖父母・兄弟姉妹（５日間） 

 ③ 伯父・伯母・叔父・叔母・甥・姪（３日）        

欠席日を確認できる「会葬御

礼」または死亡を確認できる

「公的証明書」等 

３ 

公共交通機

関の不通・

遅延 

公共交通機関の不通・遅延         

（バスを除く） 

当該公共交通機関発行の 

「不通・遅延証明書」 

４ 実習 
実習先の都合による実習期間の変更・延長   

（本人都合は該当しない） 
実習担当教員に確認する 

５ 就職試験 
採用に係わる面接・試験等 

（説明会・ガイダンス等は該当しない）  

以下に掲げる文書のいずれ

か 1つ 

（1）「採用試験要項」 

（2）「受験票」 

（3）就職試験受験証明書 

     担任に確認する 

 ※欠席事由について不明な場合は、担任もしくは介護福祉科教員に確認する 
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別表１　試験及び評価・卒業に関する規定　フローチャート

１）　1年生の科目認定及び進級について

受験

欠席 全ての科目認定

　　　　６０点以上

５９点以下
注１

不合格 不合格 ６０点以上

注４ 1科目以上 注４
不合格 注２

２）　２年生の科目認定及び卒業について

受験

欠席
　　　　６０点以上

５９点以下 受験資格

注１

不合格 ６０点以上

不合格 不合格 注２

注3

注１ 注２

1年次留年
特別補講受講
４科目まで

追再試験

授業科目 ２/３以上の出席 科目認定試験

出席　２/３以下
進級

卒業

認定基準をクリアー 　　認定基準をクリアー

科目認定（評価）

出席　２/３以下
科目認定（評価）

追再試験

全ての科目認定

授業科目 ２/３以上の出席 科目認定試験 学力評価試験

2年次科目留年

認定基準をクリアー 　　　認定基準をクリアー

2年次留年

５科目以上（不合格及びＦ評価）

特別補講受講
４科目まで

注3

介護福祉士
国家試験受験　　（合格）

国家試験受験　（不合格）
次年度以降受験資格継続

⇒再受験

実習Ⅰ（１・２・３）

3回の実習全て、修了の
認定を受けたもの。

実習Ⅱ（１・２）

２回の実習全て、修了の
認定を受けたもの。

実習において、修了の認定を受けるこ
とができなかった者に対する特別補講
は実施しない。

留年または科目留年になるかは、卒
業判定会議で決定する。

合
格

留年の決定は、進級判定会議
で決定する。

追再試験において、５科目以上のＤまた
はＦ評価がある場合、特別補講を受講す
ることはできない。


